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夏の太陽熱処理による雑草駆除

初期の管理について

西濃農林事務所農業普及課 ［係長］　瀧 孝文さん

西濃農林事務所農業普及課 ［技術課長補佐］　神野 浩司さん

　夏の気温が上昇しており、ハウス内の作業は困難なものとなって
いるとともに、熱中症の危険を伴います。そこで、夏の高温期にハウ
スの太陽熱処理をして雑草駆除をしてみませんか。

１．効果的な時期
　太陽熱を利用して雑草のタネを死滅させるため、梅雨明け後から
盆過ぎころまでの気温の高い時期に開始すると効果的です。
２．土壌改良・施肥、耕起、（畝立て）
　前作の残渣を撤去またはこまかく裁断し、今後の作のための準備
として、土壌改良資材や基肥を散布し、すき込み耕起し、必要に応じ
て畝立てをします。　　
３．灌水、ビニール被覆と温度計設置
　地温を上げるために、水をたっぷりと散布し土を湿らせてからビ
ニールで被覆します。ビニールを被覆する時に、地温が確認できるよ
う地表面から20㌢下のところに温度計のセンサーを設置します。
地温上昇のためには、透明マルチが有効で、白、シルバーや黒マル
チでは地温の上昇が劣ります。
４．地温の測定
　地温を測定し、日平均地温40℃以上の日の日平均地温を積算し、
積算値が750℃を超えるまで処理を継続します。目安として25日程
度で積算値が750℃を超えると見込んでおります。

５．ビニール被覆の除去と　　
　 次作の作付け
　積算値が750℃を超えた
ら、ビニール被覆を撤去し、地
温が十分に下がったことを確
認してから次作のは種や定植
を行います。この処理により雑
草が減ることが期待できると
ともに、連年の処理により雑
草種子の密度が年々低下する
と考えられます。

○田植え
　老化苗は活着が悪く、初期生育の確保が難しくなるため、健苗を
確保し、計画的に田植えを行います。
　苗の植え付け本数は３～５本／株の細植えとし、株間は早生～
中生品種の「コシヒカリ」や「ほしじるし」ではやや狭く（株間18～
24㌢）、晩生品種の「ハツシモ」ではやや広く（株間22～26㌢）を
基本とします。過度な太植えを避け、品種・田植え時期・施肥量・
地力に合わせた栽植密度に調整してください（各地域の栽培暦を
参考）。
○水管理　
　田植え直後は根が活着するまでの間、苗が水没しない程度の深
水で管理します。活着後は地温が高い方が生育が盛んになるた
め、浅水で管理し初期生育を促します。
　有機物の分解によりガスが発生した時は「ガス抜き」を行いま
す。干しすぎると、除草剤の効果が低下するので注意してください。
　それ以降は、長期間の湛水による根の老化などを防ぐため、間
断かん水を行い、新鮮な水と酸素の供給に努めます。
※ジャンボタニシの被害があるほ場では、田植え後３週間程度は深水管理を
避け、水深３㌢以下となるようにするとともに、スクミノンなどの薬剤を
散布し、殺貝や食害の防止を図ります。

○除草剤について
　初中期一発除草剤は、発生初期の雑草を枯らすとともに、土壌
表面に処理層を作り、後から生えてくる雑草も抑えます。以下のこ
とに留意して、除草剤を効果的に使いましょう。
①農薬により使用時期（移植後〇日～ノビエ○葉期など）が異なる
ので、水稲移植時期や雑草葉齢等に注意し、適期に散布する。
②代掻きを丁寧に行い、田面が凸凹とならないよう均平を図る。漏
水を防止する。
③水深が安定した状態で散布し、散布後７日間の止水管理を徹底
する。

水稲

雑草

　甘長トウガラシは、辛みがほとんどない細長いトウガラシの一種で、やわらかくほんのり甘みがあり、
焼き物や炒め物、天ぷらなど幅広い料理におすすめです。
　また、家庭菜園でもたくさん収穫できるので初心者の方にも大変作りやすい品目です。

栽培の
ポイント

収穫植え付け

じゃん !  2026.5じゃん !  2026.5 1011 101010111111

〇トウガラシは、ナス科の植物なので、前作にジャガイモ・トマト・ナスなどの作付けが3年以上ないほ場を選定しましょう。
〇高温性で育苗時から定植後にかけて低温にあうと育ちが悪くなるので、十分に暖かくなってから植え付けます。地温が
15℃くらいになった頃からが植え付け適期とされています。また、地温上昇、雑草防除のために黒マルチをしましょう。
〇夏の暑さには強く、霜が降りるまで収穫できます。
〇枝が細いため風には弱く、果実がたくさん付くと枝が折れやすいので、支柱を立てて誘引します。
〇肥料切れを防ぐ適切な施肥管理を行い、土壌が乾燥しないよう潅水をしましょう。

図1　作型目安
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畝幅90㌢、株間45㌢、畝高10～20㌢（水はけの悪い畑では高畝にします）。栽植密度

トウガラシは枝が弱く、風で折れたり倒伏しやすいため、植え付け後は速やかに支柱を立てます。仕立て方は、1本仕立てが最も
簡単でおすすめです。また、下位から発生するわき芽はすべてかき取ります。
誘引は苗1本ごとに支柱を立て、最も伸びた枝を固定していきます。結束は生育を妨げないよう余裕を持たせ、8の字に結びます。
収穫最盛期には水分を多く必要とし、畝間が常に湿っている程度に管理するのがポイントです。乾いたら十分に水やりをしま
しょう。

管　　理

1回目は花が盛んに咲き始めた頃、化成肥料（8-8-8）を1本に10㌘程度マルチの穴に施します。
2回目は収穫初めの時期に、1回目と同じように施します。
3回目以降は2回目から15～20日後、草勢をみながら株の周りに化成肥料（8-8-8）を15～20㌘程度追肥します。

追　　肥

主な害虫は、ウイルスを媒介するアブラムシ類の他、ミナミキイロアザミウマ、ホコリダニなどです。栽培期間が長いため、様々な
病害虫が発生するので、早期発見、早期防除が大切になります。病 害 虫

甘長トウガラシは、未熟な実を収穫する野菜なので、実の長さが7～10㌢くらいで緑色のうちに収穫します。長い期間収穫を楽し
めますが、たくさん実が付き過ぎると、木が弱ってしまうので、早めに収穫するようにしましょう。収 穫

初めて栽培するときは、苗を購入して植えましょう。畝立て後にマルチをして地温を高めておくと、活着や初期成育がよくなりま
す。カッターナイフなどで十文字に切り目を入れ、切り目を開いて苗を植え付けます。区域によっては、4月下旬までは霜の危険が
あるため、苗帽子などを被せましょう。

植え付け

植え付けの2～3週間前に完熟堆肥1㌔/㎡と苦土石灰100㌘/㎡を土とよく混和します。
植え付けの1週間前に化成肥料（8-8-8）100㌘/㎡と油粕100㌘/㎡を施します。畑の準備
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※田植え同時散布機で施用する場合は、田植え後速やかに入水することが
重要です。また、クログワイ・ホタルイなどの難防除雑草が多い水田で
は、初期剤（田植え前除草剤）、初中期一発剤、中期剤、後期剤を組み合
わせた体系処理で対応しましょう。
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